
1994
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演奏会では、能舞台の音響効果とあいまって、迫力のある三

昧線の音に観客は圧倒されていました。　　　　　　　　　　ぜ　し

　11月3日には、小十郎漫遊記が武家屋敷を中心とした沢
端川周辺で行なわれ、みな思い思いに楽しんでいました。

　今年の生涯学習フェスティバルで、あなたは何を見つけ　・・。　　“。
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10月23日　白石市制施行40周年記念式典

4（1年の節目に窃 名市、ハースト

特別表彰受賞者のみなさん（8人・3団体）

　　　　　　　　　　（敬称略）
氏 名

小野あいこ

小室純子
齋藤啓志
酒井寛治
四釜新市
鈴木光雄
高橋章司
堀米誠一
若　菜　会
大鷹沢一区孝子会

白川地区ボランテ

ィア友の会

住 所

大川町8－10－1

小原字斎沢3

東町二丁目3－11

福岡蔵本字鎌先1－48

大畑1番117

西益岡町8－6

福岡蔵本字西町88

西益岡町4－13
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昭和29年4月1日に、白石町・大平村・斎川村・大鷹沢村・白川村・

福岡村が合併し、白石市が誕生しました。さらに、昭和32年には小原村

が加わり、現在の白石市ができあがりました。

そして今年は白石市が誕生してから40周年を迎え、10月23日、市内各

地で40周年；を祝う事業が行われました。

今月号では40周年記念事業特集として、10月23日に行われた記念事業

のあらましを紹介します。

一姉妹・友好都市に「嫁入りこけし」贈呈一

日

シ　　　　との　　　　　　　　　

　　　　　　，灘塑

響
溢

　穿　・＼
　　、1脂
　　レし、瀦イ『一一レ“肖

騒編岡　　　・．』寧、

　　禦掩・、．
　㌃二7．ll鞭♪．、

菰
　　　　　暫

き
罫
ぎ
藝
ミ
恥
ミ
璽
。
、

誉
肉
ミ
§
鑓
。
、
誉
O
言

　
“
，
見

・　　　鐸二一＿一■圏、簡＿罰、、4，二一二・、．盧縄．ム』！　・



姉
妹
・
友
好
都
市
に

　
　
　
（
（
　
「
嫁
入
り
こ
け
し
」
を

　
次
に
神
奈
川
県
海
老
名
市
と
の
姉
妹

都
市
盟
約
調
印
が
あ
り
、
左
藤
究
海
老

名
市
長
と
川
井
市
長
が
盟
約
書
に
署
名

し
、
末
永
い
交
流
を
誓
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
歌
を

斉
唱
し
、
ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
と
の
姉
妹

都
市
盟
約
調
印
に
臨
み
ま
し
た
。
ハ
ー

ス
ト
ビ
ル
市
か
ら
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
市
長
、

ウ
ォ
ー
レ
ス
助
役
が
川
井
市
長
と
盟
約

書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　
次
に
河
北
美
術
展
の
招
待
作
家
で
あ

る
太
田
厚
画
伯
か
ら
、
ハ
ー
ス
ト
ビ
ル

市
に
「
甦
る
白
石
城
」
と
題
す
る
油
絵

一　　←一イ、町欝

艦剛艮　　だし一・

王　　　　　　　『　　　1一　　マ　｝　　　－一一

贈
呈

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
返
し
に
、

ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
か
ら
も
絵
画
が
白
石

市
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
白
石
市
と
姉
妹
・
友
好
都
市

を
締
結
し
て
い
る
登
別
市
、
札
幌
市
白

石
区
、
ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
、
海
老
名
市

の
四
市
が
一
堂
に
会
し
た
こ
と
を
記
念

し
て
、
嫁
入
り
こ
け
し
を
贈
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
弥
治
郎
こ
け
し
村
で
製

作
を
続
け
て
い
る
若
手
工
人
四
人
が
心

を
込
め
て
作
っ
た
一
尺
三
寸
の
弥
治
郎

こ
け
し
を
そ
れ
ぞ
れ
の
市
に
「
お
嫁
入

り
」
し
、
ま
ち
の
住
民
と
な
っ
て
末
永

く
そ
の
地
で
幸
せ
で
あ
る
よ
う
に
「
住

民
票
」
を
発
行
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
嫁
入
り
す
る
こ
け
し
の
名
前
は
、

市
内
を
は
じ
め
他
の
市
や
町
か
ら
四
十

点
の
応
募
が
あ
っ
た
中
か
ら
選
ば
れ
た

も
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
と
名
付

け
親
の
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、

当
選
さ
れ
た
名
付
け
親
の
方
に
は
、
お

嫁
入
り
し
た
も
の
と
同
じ
型
の
八
寸
こ

け
し
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◎
登
別
市
「
き
ら
ら
」

　
○
製
作
　
　
　
新
山
民
夫

O
名
付
け
親
　
菊
地
俊
一
（
仙
台
）

◎
札
幌
市
白
石
区
「
み
ど
り
」

　
0
製
作
　
　
　
新
山
　
実

　
O
名
付
け
親
　
大
友
和
治
（
仙
台
）

　
　
　
　
　
村
上
文
子
（
松
ケ
丘
）

◎
ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
「
さ
く
ら
」

　
0
製
作
　
　
　
新
山
吉
紀

　
○
名
付
け
親
　
佐
藤
八
恵
子
（
蔵
本
）

　
　
　
　
　
大
友
和
治
（
仙
台
）

　
　
　
　
　
菅
原
く
に
子
（
仙
台
）

◎
海
老
名
市
「
み
ず
き
」

　
O
製
作
　
　
　
新
山
真
由
美

　
O
名
付
け
親
　
菅
原
く
に
子
（
仙
台
）

　
　
　
　
　
永
山
歌
子
（
越
河
）

　
　
嫁
入
り
こ
け
し
を
製
作
し
た
若
手
工
人

次
代
を
担
う
青
少
年
の
絆
誕
生
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
乙
不
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
干
季

　
そ
し
て
、
今
回
姉
妹
都
市
と
な
っ
た

左
藤
海
老
名
市
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
「
友
好
都
市
と
な
っ
て
三
年
間
、

市
民
の
方
々
の
大
き
な
交
流
が
図
ら
れ
、

今
回
姉
妹
都
市
と
な
っ
て
さ
ら
に
深
い

親
戚
つ
き
合
い
の
交
流
を
深
め
て
い
き

　
　
　
　
大
切
に
受
け
と
る
各
市
代
表
者

騨
一
愚
〔

　
　
　
　
！
、

ハア～一欄レお嫁酌入し／だヨ～

ね，盛」、孟諾を

翼

扇

レ
、
』

尋

調
、
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
．
、

　
ま
た
ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
の
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
市
長
は
「
相
互
交
流
が
お
互
い
の

社
会
・
市
民
に
多
く
の
利
益
を
も
た
ら

す
こ
と
を
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
子
供
達
、
市
民
同
志
、
そ
し
て

市
の
指
導
者
の
間
に
生
ま
れ
た
友
情
は

こ
れ
か
ら
も
続
き
、
両
市
に
き
た
る
べ

き
時
代
を
担
う
青
少
年
た
ち
の
心
に
、

新
し
い
絆
も
う
ま
れ
て
い
く
こ
と
で
し

ょ
う
。
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
、
、

　
そ
の
後
国
会
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
、
高
橋
市
議
会
議
長

の
万
歳
三
唱
で
式
典
の
幕
を
閉
じ
ま
し

た
c

（
注
・
懐
中
時
計
は
長
橋
時
計
店
か
ら
お

借
り
し
撮
影
し
て
使
用
し
た
も
の
で
す
）

、

つ
　　　　　ド

記念植樹1

40周年記念事業の1日を追
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　10月23日、朝一番のイベントは、

深谷工業団地の中の花と鳥とのふれ

合いの公園（来年完成予定）での植

樹式です。姉妹友好都市それぞれの
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　来年5月3日オープン予定の白石

城も天守閣部分の工事がほぼ終り、

120年ぶりの雄姿です。式典参加者

には今回の公開となりました。完成

までもう少しです、
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　記念式典に引き続き行なわれた記

念祝賀会では、浅野知事からの祝辞

の後に、若柳宝梅さんによる祝賀の

舞「獅子の乱曲」が披露されました
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白旧市制施行40周年

　記念パレードには、陸上自衛隊東

北方面音楽隊、相馬宇多郷騎馬隊、市

民有志による武者行列合わせて！10

人が参加しました。
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市営球場で行なわれた郡山萩太鼓

と船岡自衛隊さくら太鼓の競演は

集まった観衆の熱気を上回る迫力．

相馬野馬追い
　神旗争奪戦

．瞭、，耀、．蛎

　　　　　　幽．．～一‘　藍．聰

　いよいよ最後のイベント相馬野馬

追いです。参加した20騎の馬が、打

ち上げられた神旗を求めて争う様は

まさに壮観！旗を求めてケンカにな

ることもしばしば！すごいものです，、



9）職員手当の状況（平成6年4月1日現在）

区分

期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

退

職

手

当

白　　石　　市

（支給割合）

　　　　期末手当　勤勉手当

6月期　1．6月分　0，6月分
12月期　2，0月分　0，6月分
3月期　0．5月分

計　　4，1月分　1．2月分
職制上の段階、職務の級等に
よる加算処置有

伎給劇

　　　　自己都合　勧奨・定年

勤続20年210月分28875月分
勤続25年　3375月分　44、55月分

勤続35年475月分627月分
最高限度額600月分　627　月分

その他の加算処置

定年前早期退職特例措置12㌧～20％

加蜘

退職時特別昇給　　勤続20年以上1号俸

　1人当たり平均支給額　　24．岨2千円

国

（支給割合）

　　　期末手当　勤勉手当

6月期　1．6月分　0．6月分
12月期　2．0月分　0、6月分
3月期　0，5月分

計　　　4．1月分　1．2月分

職制上の段階、職務の級等に
よる加算処置有

伎給軸

　　　　自己都合　勧奨・定年

勤続20年　　210月分　28875月分

勤続25年　3375月分44、55月分

勤続35年　475月分627　月分
最高限度額600月分　62、7　月分

その他の加算処置

定年前早期退職特例措置12％一20％

加算1

退職時特別昇給　　　　　　　　　1号俸

1人当たり平均支給額

注）1　退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全
　　　職種に係る職員に支給された平均額である。

　　2　国における1人当たり平均支給額は公表されていない，

特
殊
勤
務
手
当
（
平
成
5
年
度

区
a刀

職員全体に占める手当支給職員の割合

支給対象職員1入当たり平均支給年額

手当の種類1手当数）

代表的な手当の名称

支給額の多い手当

多くの職員に支給

されている手当

全　　職　　種

15．5％

34．462円

9種類

速記事務従事職員の特殊勤務手当

保健指導業務従事職員の特殊勤務手当

社会福祉業務従事職員の特殊勤務手当

特別勤務職員の特殊勤務手当

市税事務従事職員の特殊勤務手当

市税事務従事職員の特殊勤務手当

社会福祉業務従事職員の特殊勤務手当

保健指汗菜務従事職員の特殊勤務手当

時問外

勤務手当

5　年度

4　年度

支　　給　　堅　　額

職員1人当たll支給年額

支　　給　　総　　額

職員1人当たり支給年額

区分

扶

養

手

当

住

居

手

当

通

勤

手

当

内 容

　配偶者　16，000円

　配偶者工ソ、外の扶養親族

ア　2入までそれそれ5，500円

　　〔配偶者がない場合にあってはそのう

　　ち1人につきll，OOO円1

　イ　3人目から1人につき2，000円

※　扶養親族である子のうち、満15歳に達す

る日後の最初の4月1日から満22歳に達す

る日以後の最初の3月31日までの間にある

子1入につき1，000円加算

1　借家　貸間に居住している職員

ア　月額23，000円以下の家賃を支払ってい

　　る職員　　　　　　　家賃一12，DOO円

　　月額23，000円を超える家賃を支払って

　　いる職員

　　家賃一23，000円
　　　　　　　＋11。000円で
　　　　ワ
　　27，000円を限度

　自宅に居佳している職員1，000円

　　1新築又は購入した住居にあっては、新

築又は購入の日から起算して5年を経過

するまでの問は2，500円）

交通機関等の利用者

1ヵ月に要する運賃等の相当額　ただし，

その額が40，000円を超えるときは

　　　　40，000円を超える額
40，000円＋

　　　　　　　ラ
で45，000円を限度

　自動車等の使用者

ア　自転車使用者

　使用距離（片道2km以上）により2，000

　円～20，900円

イ　原動機付自転車及ひ自動二輪車、普通

　自動車の使用者

使用距離（片道2km以上1により2，000円

　～24，500円

国の制度

との異同

同し

同し

一部異な

　る

99，ll4千円

276千円

77，536千円

216千円

国の制度と異なる内容

2　自動車等使用者のう

ち、自転車使用者は国の

制度と同しであるが、原

動機付自転車及び自動二

輪車、普通自動車の使用

者においては、使用距離

　1片道2km以上1により

2，000円～20，900円とし

　ごい峯

（10）定員の状況

　ア　部門別職員数（各年4月1日現在）

区 分

β立口 門

般
行
政
部
門

政
部
門

特
別
行

並
目

計
部
門

議会　　総務
税 務

福 祉

経 文
月

土 木

小 十雪
口

教 育

小 計

通　会　計計
くオ 首

一

そ　　の　　他

小 計

ム
ロ †曽

言
口

職 員 数

平成6年

88

26

107

39

24

284

90

90

374

15

18

33

407

平成5年
87

27

105

39

24

282

91

91

373

15

18

33

406

平成4年

82

27

106

35

24

274

96

96

370

15

17

32

402

対前年増減数
平成6年

1
△1

2
0
0
2

△1

△1

1
0
0
0
1

平成5年

5
0

△1

4
0
8

△5

△5

3
O
1
1
4

平成4年

4
1

△2

0
0
3
2

2
5
0
0
0
5

1注）職員数は一般職に属する職員数てあり、地方公務員の身分を保有する休職者、

イ　平成6年の職員数の増減状況

派遣職員などを含み、臨時又は非常勤務職員を除いている。

部　　　門

一舟隻千テ政音5F弓

特別行政部門

議会・総務

務税

福　　　祉

教　　　育

増員数

1

つ
｝

減員数

1

1

差　引

1
△1

2
△1

主な増減理由
一市二町組合（刈田綜合病院1への職員派遣による増

固定資産評価替業務の終了による減

在宅福祉施策業務の整備強化による増　保母の欠員補充

福岡中学校寄宿舎規模縮小による減

（1〉人件費の状況（普通会計決算）

区　分

5年度

住民基本台帳人口

16・3・31現御

42，256人

歳出額A

　　　　刊】1

14，182，869

実質収支

　　千円
404，017

人件費B　　人件費率
　　　　　　　B／A
　　　年円　　　　　　　％

2，651、443　　　　！8．7

（参考）4年度
の人件費率

18，5

（注）　人件費には特別職に支給される給料、報酬等を含む。

（2〉職員給与費の状況（普通会計の当初予算）

区　分

6年度

職員数A

383
へ

へ
口糸 与 費

羊岱
口糸

　　　干円
1，290，624

職員手当

　　　千円

157，688

期末・勤勉手当

　　　千円

615，752

計　B
　　　千円
2，064，064

1人当たり
給　与　費
　（B／A）
　　　　　T・円

5，39Q

1注）職員手当には退職手当を含まない，

（3）特別職の報酬等の状況（平成6年4月1日現在）

区　　　分

市　　長

ん
又助

収入役

議　　　長

副　議　長

議　　員

給料　月　額等

給料925，000円

〃　　740、000円

〃　　658，000円

報　酬　432，000円

〃　　361，000円

ウ　　338，000円

期　末　　勤勉手当
〔支給月）

6月期
12月期

3月期
　計

（支給割合）

2，2月分

2．6月分

0，5月分

　5．3月分

6月期
12月期

3月期
　計

1，6月分

2，0月分

0．5月分

4，1月分

　
本
市
職
員
の
給
与
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
に
お
け
る
予
算
及

び
給
与
条
例
審
議
の
際
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
も

市
民
の
皆
さ
ん
に
一
層
の
こ
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の
あ
ら
ま
し

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
よ
り
給
与
の
実
態
に
加
え
本
市
の
職
員
の
実
態
に
つ
い

て
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

白
石
市
職
員
給
与
の
あ
ら
ま
し

（4）職員の初任給の状況（平成6年4月1日現在）

区 分

一般行政職
大学卒

高校卒

白　　石　　市

決定初任給

164，900円

134，900円

採用2年経
過日給料額

178，400円

144，200円

宮　　　城　　　県

決定初任給

171，500円

139，300円

採用2年経過

日給料額
184，000円

149，80Q円

国

決定初任給

164，900円

134，900円

採用2年経過

日給料額
178、400円

144，200円

（5〉職員の平均給料月額・平均給与月額及び平均年齢の状況（平成6年4月1日現在）

区　　分

白　石市

宮　城　県

国

般　　行　　　政　　　職

平均給料月額

287，520円

303、296円

29！，258円

平均給与月額

333，699円

368，842円

平均年齢
37．10歳

37．11歳

38．7歳

技　　　能 労　　　務 職

平均給料月額

236，600円

330，897円

268，502円

平均給与月額

256，203円

382，772円

平均年齢
45．03歳

49，4歳

47．8歳

（注）　　平均給与月額は、平均給料月額に調整手当、扶養手当、通勤手当、住居手当、管理職手当、
　　　　平均年齢の小数点工り、下は月数を表す，

（6）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成6年4月1日現在）

時間外手当、宿日直手当を加えたものである，

（8）一般行政職の昇給期間短縮の状況

区 分

一般行政職
大学卒

高校卒

経験年数10年

250，900円

204，700円

経験年数20年

365，900円

301、500円

区　分

5年度

職員数A

273人

昇給期間を短縮して
昇給した職員数B

40人

比　　率
（B／A）

14．7％

1注1経験年数とは、採用前に民間企業等に勤務した期間がある場合にはそ
　　の期間を換算し　採用後の勤務期間に加算した年数である，

（7）一般行政職の等級別職員数の状況（平成6年4月1日）

区 分

標準的な職務内容

職　　員　　数

構　　成　　比

参

考

1年前の構成比

5年前の構成比

9　級

部長・理事

4人

1．4％

1，5％

，／

8　級
課長局岳
参事

15人

5，5％

5．5％

9，3％

7　級
課長補佐・次

長1主幹・所長

20入

0
〆

∩
／
】7

6，6％

4．6％

6　級
課長補佐・次

長1主幹・所長

28人

10，2％

12．1％

6．6％

5　級
係長注査・

主任

69人

25．1％

19．0％

17．8％

4　級
係長注奮
主任

47人

17．1％

15，0％

17．0％

3　級
芝事

，
記

幸
土
圭
日

42人

15．3％

20．9％

23．1％

2　級

事
記

・
｝
上
圭
日

33人

12．O％

14．3％

18．5％

1　級
布
手
、
記

・
王
垂
目

17人

6．2％

／
0

0
／5

3．1％

計

275人

100．0％

100．0％

lOO．O％



　
前
㈱
ト
ー
キ
ン
専
務
　
金
子
友
次
君
が
平
成
五

年
十
一
月
二
十
二
日
に
亡
く
な
っ
て
か
ら
一
年
が

過
ぎ
た
。
葬
儀
の
時
、
私
は
友
人
代

表
と
し
て
弔
辞
を
述
べ
た
が
、
ト
ー

キ
ン
中
興
の
祖
と
云
わ
れ
た
古
後
相

談
役
が
悲
痛
な
表
情
で
う
な
だ
れ
て

い
た
の
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

　
私
達
は
昭
和
二
十
八
二
一
十
九
年

度
の
二
年
間
、
安
井
ゼ
ミ
で
厳
し
く

鍛
え
ら
れ
た
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

金
子
君
が
世
を
去
り
、
今
年
、
田
中

一
盛
君
が
亡
く
な
っ
た
。
田
中
君
の

葬
儀
確
奔
琢
磨
先
生
に
電
話
　
以

を
し
た
　
「
君
は
絶
対
に
僕
よ
り
先
　
　
　
刀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

に
死
ん
で
は
い
か
ん
ぞ
。
僕
を
悲
し
　
　
め

傭
諾
茗
舵
鰭
駄
巽
　
⑨

リ
ス
テ
ン
全
員
に
対
し
て
の
先
生
の

願
い
で
あ
ろ
う
。
金
子
君
も
田
中
君

も
、
さ
ぞ
無
念
で
あ
っ
た
に
違
い
な

い
。

　
私
は
金
子
君
に
負
う
と
こ
ろ
誠
に
大
き
い
も
の

が
、
そ
の
後
の
彼
の
働
き
は
凄

た
。
連
絡
を
取
り
た
い
こ
と
が

■追憶の記・

…
ト
ー
キ
ン
白
石
の

ち
ろ
ん
、
当
時
の

古
後
代
表
取
締
役

を
は
じ
め
と
す
る

ト
ー
キ
ン
首
脳
部

の
戦
略
的
な
配
置

で
は
あ
る
が
、
当

初
発
表
さ
れ
た
規

模
を
は
る
か
に
越

え
た
白
石
一
の
大

工
場
を
み
て
、
市

民
の
人
達
は
「
あ

れ
は
ト
ー
キ
ン
が

川
井
市
長
へ
贈
っ

た
プ
レ
ゼ
ン
ト
で

あ
る
」
と
言
っ
て

く
れ
た
。

　
平
成
四
年
十
二

月
、
金
子
君
は
胃

の
手
術
を
受
け
た

ま
じ
い
も
の
だ
っ

あ
り
、
朝
六
時
半

が
あ
る
。
昭
和
五
十
九
年
、
㈱

進
出
が
決
ま
っ
た
。
こ
れ
は
も

頃
自
宅
に
電
話
を
か
け
る
と
、
奥
さ
ん
に
「
も
う

会
社
に
出
掛
け
ま
し
た
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
ま

ま
あ
っ
た
。
毎
朝
四
時
過
ぎ
に
は
ベ
ッ
ド
を
抜
け

出
し
、
種
々
会
社
の
計
画
等
を
検
討
し
て
い
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。
単
に
胃
潰
瘍
の
手
術
を
し
た
と

思
っ
て
い
た
私
は
「
そ
ん
な
に
は
り
き
っ
て
大
丈

夫
な
の
か
」
と
時
々
声
を
か
け
て
い
た
。
実
は
ガ

ン
で
あ
り
、
手
遅
れ
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
彼
は

残
り
少
な
い
日
々
の
全
て
を
ト
ー
キ
ン
の
発
展
に

賭
け
た
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
会
っ
た
の
は
亡
く
な
る
ニ
ケ
月
前
の
九

月
二
十
二
日
だ
っ
た
。

　
市
役
所
を
訪
れ
、
穏
や
か
な
笑
み
を
た
た
え
な

が
ら
「
ト
ー
キ
ン
が
白
石
に
さ
ら
に
四
万
、
m
の
用

地
を
取
得
し
新
し
い
事
業
を
展
開
す
る
」
と
報
告

し
て
く
れ
た
。
そ
の
時
ガ
ン
は
す
で
に
全
身
を
蝕

ん
で
い
た
。
し
か
し
彼
は
そ
の
こ
と
を
お
く
び
に

も
出
さ
ず
、
珍
し
く
自
分
か
ら
握
手
を
求
め
て
帰

っ
て
い
っ
た
。
あ
の
握
手
は
友
人
に
永
遠
の
訣
別

を
告
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
、
今
に
し
て
思
う
。

彼
の
遺
言
は
「
遺
体
を
だ
び
に
付
す
と
き
、
生
涯

を
か
け
て
愛
し
た
ト
ー
キ
ン
を
、
霊
枢
車
で
一
周

※
注
釈

〈
安
井
琢
磨
〉

　
東
北
大
学
・
大
阪
大
学
名
誉
教
授
　
文
化
勲
章

受
章
　
戦
後
の
理
論
経
済
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ

り
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。

〈
田
中
一
盛
〉

　
昭
和
三
十
五
年
東
北
大
学
経
済
学
部
大
学
院
博

士
課
程
卒
　
上
智
大
学
助
教
授
を
経
て
埼
玉
大
学

助
教
授
、
教
授
　
平
成
三
年
か
ら
埼
玉
大
学
経
済

学
部
長
　
平
成
六
年
十
月
六
日
急
逝
。

し
て
く
れ
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
遺
言
の
通
り

工
場
を
一
周
し
た
霊
枢
車
は
特
別
の
厚
意
で
社
内

に
入
り
、
本
社
玄
関
の
前
で
ト
ー
キ
ン
に
別
れ
を

告
げ
て
か
ら
火
葬
場
に
向
か
っ
た
。
そ
の
時
、
出

勤
し
て
い
た
全
社
員
が
集
ま
り
、
最
後
の
別
れ
を

惜
し
ん
だ
と
い
う
。
男
子
も
っ
て
瞑
す
べ
し
で
あ

ろ
う
。

　
明
け
て
平
成
六
年
二
月
十
八
日
、
河
北
新
報
の

一
面
に
、
『
ト
ー
キ
ン
が
白
石
に
本
社
工
場
移
転
』

の
記
事
が
四
段
抜
き
で
ス
ク
ー
プ
さ
れ
て
い
た
。

みなさんからの素敵な

情報を待ってます

スタンプラリーで街歩き

第4回目を数えるまちかど博物館

が11月5日から13日まで、市内中心

商店街で開かれました。軒先やショ

ーウィンドーに、そのお店にある昔

のカメラや時計、きせるなど懐かし

い道具類を展示し、市民に見てもら

おうと市民グループ「蔵富入」が企

画したものです。

｝　｝2ぎ磁頓讐裳1
　　　』ざ’幽　　露醗　P
　　　洩　　㌧、1

12日には6か所にスタンプを設置

し、すべてのスタンプを押した人に

記念品をプレゼントするスタンプラ

リーも行われ、小学生らが懸命に歩

く姿があちこちで見られました。

ニュースポー、ソで体力づくしノ

諏呼1㌧、轡i量

ゲートボールとゴルフを合わせた

ような新しいスポーツであるグラウ

ンドゴルフ大会が10月30日、益岡公

園野球場などで行われ、お年寄りな

ど84人が参加して心地よい汗を流し

ました．

競技は16ホールで争われ、ボール

をスティックで打ち、ホールインす

るまでの打った回数の少ない方が勝

ちとなります。各部門での優勝者は

以下のとおりです。

・個人オープン　佐藤　久一

・シニア　　　　高橋　良衛

・団体　　　　　小原チーム

まちかど9ズーム，A，／

あつたか一ひお話〃
　聯1ド’撃隔懸
一調，號・　L

診
、
．

一
璽

10月25日、宮城県寿司業組合白石

支部（佐藤　孝支部長）では、八宮

荘の入所者に寿司をご馳走しました。

これは、昨年から行なっているも

ので、同組合が「地域のために何か

をしたい」という気持ちから始めた

ものです．

当日は、9時に八宮荘に集合した

会員10入は、150人前の寿司を握っ

てふるまいました。

佐藤支部長は、「老いは誰にでも

起こること。皆さんの喜んだ顔を見

るのが嬉しい。今後も毎年続けてい

離
、
．

　
　
　
　
　
禰

きたい。」と語っていました。

また、11月10日には宮城県調理師

会白石支部（菊池　盛支部長）が、

八宮荘の入所者に、はらこめしをご

馳走しました。

こちらも毎年恒例になっているも

ので、はらこめし150食をご馳走し

ました。佐藤支部長は「体の不自由

な方とか、身よりのない方々に食事

をとおして喜んでいただきたい。こ

れからも毎年続けていきたい」と語

っていました。

街が昔れいになったね

東北電力白石営業所とユアテック

㈱白石営業所がタイアップして11月

10日、沢端川沿いの街路灯や電柱、

カーブミラーの清掃奉仕を行いまし

た。

これは白石城見学のために来る観

光客にきれいな沢端川を歩いてもら

おうと、年2回実施している「ふれ

あいキャンペーン」の一環として実

施したもので、15人の社員らは2台

の高所作業車を使い、街路灯18灯、

電柱19本、カーブミラー4基を次々

にきれいにしていきました，

”
ク
遷
繭

今年は菊も豊作

瀞爵、退、1礪

11月3日、深谷公民館では恒例の

観菊会が開かれました。

これは、地区の住民が丹精を込め

て作った菊を一同に集め、その品評

会を行なうものです。

　白石市の菊は、宮城県の品評会に

置いても上位をほぼ独占しているそ

表彰者は次のとおりです。（敬称略）

〔大菊の部〕市長賞・農協支所長賞・佐

藤れい子、観光協会長賞・公民館長

賞・晃香園賞・佐藤幸一、〔福助の部〕

白石菊の会会長賞・佐藤れい子、〔そ

の他の部〕晃香園賞・佐藤林治。

木造校舎にお別れ

白石市の誕生ととともに歩んでき

た第二小学校が創立40周年を迎え、

lO月30日、白石市民会館で記念式典

が開かれました。

式典では村上智校長が「40周年の

節目にあたる今年、学校の全面改築

が始まるのは大変意義深い」とあい

さつ。

児童代表の川村香織さんが「組体

操の白石城築城が一番印象に残って

います。私たちは新しい校舎で勉強

はできませんが、この思い出は一生

忘れません」と述べました。

　6年生の皆さんはぜひ新しい学校

ができたらを見にきてくださいね。

ジヤンポかぼちやの重ごは？

ll月6日、小原公民館で地区民文

化祭が開かれ、ジャンボかぼちゃに

注目が集まりました。最も大きいも

のは、下戸沢の小野寺あさよさんが

丹精込めて作った63，2kgもの大かぼ

ちゃ。このかぼちゃを含め18個が並

べられ、子供たちはびっくりしてい

ました。

重さ当てクイズもあり、小学生2

人が63kgで最も近く主催者から記念

品が贈られました。
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⑭
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マィサー引匹
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勿

色
の
パ
ワ
ー
に
魅
せ
ら
れ
て

　
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
作
り
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
私
達
の
サ
ー
ク
ル
も
、
も
う

す
ぐ
四
年
近
く
に
な
り
ま
す
。
現
在
の

会
員
は
九
名
。
毎
月
第
二
、
第
四
木
曜

日
に
、
高
野
恵
子
先
生
の
ご
指
導
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
「
長
く
使
え
る
よ
う
に
あ
き
の
こ
な

い
配
色
を
」
と
の
先
生
の
教
え
に
頷
き

な
が
ら
の
、
最
初
の
布
選
び
は
頭
を
悩

ま
せ
ま
す
が
、
一
番
楽
し
く
心
と
き
め

く
と
き
で
も
あ
り
ま
す
。
先
生
の
助
言

を
い
た
だ
き
な
が
ら
配
色
し
、
せ
っ
せ

と
布
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
と
、
次
々
に

構
成
さ
れ
て
い
く
模
様
に
胸
が
わ
く
わ

く
し
ま
す
。
綿
を
は
さ
ん
で
ス
テ
ッ
チ

を
か
け
れ
ば
、
陰
影
が
加
わ
り
柔
ら
か

で
や
さ
し
い
風
合
い
と
、
色
の
パ
ワ
ー

と
の
バ
ラ
ン
ス
が
な
ん
と
も
魅
力
で
す
。

　
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
等
の
大
き
な
作
品
作

り
の
合
間
に
は
、
ぬ
い
ぐ
る
み
、
バ
ッ

グ
等
の
楽
し
い
小
物
作
り
を
し
ま
す
。

　
「
今
度
は
何
を
作
る
の
？
」

と
の
、
家
族
の
期
待
と
も
迷
惑
と
も
と

れ
る
声
を
よ
そ
に
、
部
屋
に
は
”
一
つ
、

ま
た
一
つ
”
と
作
晶
が
増
え
て
い
き
ま

す
。

唖
　
　
マ
下
一

生
巾
　
　
甲
コ

祐
子

籍・

犠

一
澗
湧

　　　榊
識藤ii

写真と文
白川の自然勉強会員

佐藤貞治

　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
は
、
ば
ら
ば
ら
に
散

ら
ば
っ
た
主
婦
の
時
問
の
結
晶
の
よ
う

な
も
の
。
マ
イ
ペ
ー
ス
を
守
っ
て
無
理

を
せ
ず
、
作
品
の
大
き
さ
も
人
そ
れ
ぞ

れ
で
す
。

　
「
ま
た
グ
リ
ー
ン
？
」
、
「
派
手
ね
ノ
」
、

「
暗
い
わ
ね
ー
」
、
「
シ
ッ
ク
ね
」
、
『
で

も
O
O
さ
ん
ら
し
く
て
素
敵
よ
〃
』

　
好
き
な
こ
と
を
言
い
合
い
な
が
ら
話

も
弾
む
。
サ
ー
ク
ル
は
私
達
の
大
事
な

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　
先
日
、
先
生
方
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
展

が
開
か
れ
ま
し
た
。
配
色
の
妙
、
デ
ザ

イ
ン
の
豊
か
な
広
が
り
、
そ
し
て
そ
の

圧
倒
さ
れ
る
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

ま
さ
に
芸
術
の
世
界
で
し
た
。
私
達
も

新
鮮
な
刺
激
を
受
け
て
、
新
た
な
作
品

作
り
に
夢
が
広
が
り
ま
す
。

成
虫
で
越
冬
す
る

　
テ
ン
グ
チ
ョ
ウ

、
卜
砧
思
S
頃
閏
＞
q
旨
S
胡
ら
肉
ト
『
R
b
肉
動

　
　
　
　
　
　
肉
肉
q
蚕
い
円
O
肉
、
肉
肉

　
　
　
　
（
テ
ン
グ
チ
ョ
ウ
科
）
　
＼

　
山
野
を
飛
び
回
っ
て
い
た
蝶
も
そ

の
姿
が
見
え
な
く
な
り
、
ぽ
か
ぽ
か

陽
気
の
と
き
に
、
キ
タ
テ
ハ
な
ど
成

虫
で
越
冬
す
る
タ
テ
ハ
チ
ョ
ウ
科
の

蝶
を
見
る
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
テ
ン
グ
チ
ョ
ゥ

も
成
虫
で
越
冬
す
る
蝶
の
ひ
と
つ
で

す
。
北
海
道
の
西
南
部
か
ら
九
州
（
対

蕊

テングチョウ

　
馬
・
屋
久
島
）
ま
で
分
布
し
ま

　
す
が
、
一
般
に
個
体
数
は
非
常

　
に
少
な
く
、
な
か
な
か
見
る
こ

　
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
私
が
唐
桑

　
町
小
原
木
に
赴
任
し
て
い
る
と

　
き
に
、
こ
の
地
で
多
数
確
認
（
採

集
お
よ
び
目
撃
）
し
ま
し
た
が
、
そ

の
ほ
か
宮
城
県
内
で
も
全
域
に
わ
た

っ
て
広
く
分
布
が
確
認
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
ご
く
希
な
よ
う
で
す
。
白

石
で
も
小
原
、
白
川
で
採
集
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
発
生
は
年
一
回
で
、
成
虫
で
越
冬

し
た
母
蝶
が
四
月
頃
に
エ
ノ
キ
・
エ

ゾ
エ
ノ
キ
に
産
卵
し
、
そ
れ
よ
り
生

じ
た
幼
虫
は
六
月
頃
に
羽
化
し
、
六

月
下
旬
か
ら
七
月
上
旬
に
か
け
て
活

動
し
ま
す
。
山
間
の
路
上
や
崖
な
ど

に
止
ま
り
、
雌
は
湿
地
群
が
る
性
質

が
あ
る
よ
う
で
す
。
羽
化
後
は
完
全

に
休
眠
す
る
こ
と
な
く
夏
・
秋
に
活

動
す
る
個
体
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
今
年
の
冬
は
厳
し
い
冬
に
な
る
の

か
ど
う
か
、
成
虫
で
越
冬
す
る
蝶
達

に
と
っ
て
大
変
な
季
節
が
や
っ
て
き

ま
す
が
、
こ
の
冬
を
成
虫
で
越
冬
し

た
蝶
は
春
四
～
五
月
頃
見
ら
れ
ま
す

の
で
、
よ
く
観
察
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
開
長
四
・
五
セ
ン
チ
く
ら
い
で

焦
茶
の
地
色
に
赤
褐
色
の
斑
紋
が
あ

り
、
触
覚
の
あ
い
だ
に
頭
端
が
長
く

突
出
し
て
天
狗
の
鼻
の
よ
う
に
見
え

る
の
が
特
徴
で
す
。

り仕事について

　事務と販売を担当しています。一人一人の

お客様に笑顔を絶やさず、真心をもって接し

ているつもりです。

り今夢中になっていること

　週に1回の青少年ホームでの卓球と地区の

ビーチバレーボール等。あとはドライブです

り夢や目標

　今年の冬にスキーを始めて、来年の夏には

サーフィンを始めようと思うので、お金を貯

めるのに一生懸命です。

り白石市に望むところや白石の良いところ

　白石城の復元を話題とし、もっと全国に白

　
　
　
　
　
　
』

4－
聞

ム

社
会
ん
ー

資
さ
岡

合
美
益

麺
恵
洒

製
　
歳

中
岡
19

ケ
長
ー

畑

石市を知ってもらいたいと思います。

　あと、もっとスポーッを盛んに取り入れて

欲しい。

サ理想のタイプ

　お金がなくても、一生懸命生きていて優し

くて頼れる人。

り最後に一言

　白石温麺は白石の財産。もっともっと全国

で有名な食べ物になるよう努力したいと思い
ます。

　みなさんも、どうぞよろしく！

●●●●●●●●●●●●●●

縫轟習上西則子さん
　　　　　　　　　　（本町）

　7年前に宍戸茗峰先生の書道講座に入り、

今も月二回、働く婦人の家で仲間16人と、

楽しく勉強しています。どんな時でも、学ぶ

楽しさ、苦しさはありますが、若い仲間の明

るい声と笑顔に囲まれ先生の素晴らしいお手

本とご指導の元で続けることは、ボケ防止に

役立つと信じ、肩に力を入れすぎずに頑張っ

ています。上達は思うようになレ）ませんが、

「継続は力なり」と信じ、これからも楽しく

生きたいと思っています。

市
民
文
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
川
　
股
　
兵
　
三
選

紫
陽
花
は
散
ら
な
い
花
か
萎
へ
て
な
ほ
秋
の
陽
ざ
し

に
枯
花
の
こ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

葱
の
穂
に
蝉
の
脱
殻
乾
き
ゐ
て
炎
暑
の
夏
も
漸
く
終

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
和
江

耕
や
せ
る
土
や
わ
ら
か
く
し
め
り
い
て
移
植
の
玉
菜

気
負
い
て
育
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

雨
過
ぎ
て
冷
え
る
空
気
は
透
明
に
見
え
る
町
な
り

十
字
路
わ
た
る
　
　
　
　
　
　
　
　
大
宮
　
き
み

雨
の
朝
真
白
に
群
れ
咲
く
孔
雀
草
窓
越
し
に
見
つ
つ

心
洗
わ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

鯉
泳
ぎ
沢
端
川
辺
に
歩
を
止
め
て
水
面
に
こ
ぼ
る
る

萩
を
見
て
居
り
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
う
ぜ
ん
か
す
ら

塀
を
越
え
乱
れ
る
如
く
し
だ
れ
咲
く
凌
脊
花
の
色
あ

ざ
や
か
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

金
木
犀
薫
る
夕
ぐ
れ
群
雀
塒
求
め
て
暫
し
噂
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
三
郎

天
地
の
音
な
き
際
は
澄
み
わ
た
り
仲
秋
の
月
明
る
く

照
ら
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

孫
の
入
学
記
念
に
購
ひ
し
山
茶
花
の
蕾
は
数
多
秋
の

陽
を
受
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

「
評
」
一
首
目
、
晩
秋
の
庭
に
長
い
間
美
し
く
咲
い

た
あ
じ
さ
い
が
褐
色
と
な
っ
て
枯
花
が
残
る
。
ま
た

紅
葉
し
た
枯
葉
も
美
し
い
も
の
。
二
首
目
、
葱
の
穂

に
蝉
の
脱
殻
を
見
て
暑
か
っ
た
夏
の
終
り
を
感
じ

る
。
三
首
目
、
勤
労
の
喜
び
、
野
菜
も
愛
情
に
こ
た

え
て
く
れ
る
。
共
に
観
察
が
ゆ
き
と
ど
き
佳
作
。

囲
一
圏
鈴
木
－
・
選

秋
空
に
姿
あ
ら
は
れ
城
の
號
　
　
　
　
若
桑
げ
ん
じ

稲
雀
す
ぐ
も
ど
る
距
離
あ
り
に
け
り
、
岩
澤
　
伍
峯

露
の
世
の
白
石
城
を
復
元
す
　
　
　
　
鈴
木
　
民
子

秋
空
に
足
場
解
か
れ
し
鮭
聲
え

空
港
の
海
と
化
し
た
る
秋
出
水

地
下
蔵
に
ワ
イ
ン
が
眠
り
ち
ち
ろ
鳴
く

お
や
し
ろ
に
金
扇
の
如
舞
ふ
銀
杏

孫
達
の
に
ぎ
や
か
に
を
り
彼
岸
花

吊
り
柿
の
縁
に
翁
の
藁
細
工

立
話
ま
だ
つ
．
・
き
を
り
秋
の
暮

「
評
」
一
句
目
、

容
を
現
わ
し
た
こ
と
に
感
激
の
作
者
。

日
下
　
　
文

高
橋
　
正
雄

佐
藤
　
周
子

佐
藤
八
恵
子

高
梨
　
　
文

佐
藤
善
夫

川
村
静
恵

　
　
　
　
　
今
回
突
如
城
の
號
が
秋
の
空
に
威

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
句
目
、
稲

雀
の
群
に
は
舞
っ
て
戻
る
様
子
を
う
ま
く
表
現
し
て

い
る
。
三
句
目
、
露
と
世
と
は
面
白
い
。

囲
一
圏
・
木

一
年
中
一
番
搾
り
が
あ
る
不
思
議

九
条
を
押
し
の
け
て
ゆ
く
機
関
銃

誤
　
差
選

宍
戸
　
　
広

佐
藤
　
武
雄

死
神
の
誘
い
を
し
ぶ
る
父
の
靴

マ
イ
ク
持
つ
小
指
立
て
て
る
伊
達
男

コ
ス
モ
ス
も
人
待
ち
顔
の
無
人
駅

台
所
女
の
自
負
を
匂
わ
せ
る

統
師
権
嫁
に
任
せ
て
家
平
和

日
本
の
未
来
す
く
す
く
千
歳
飴

節
々
の
実
り
が
届
く
お
つ
き
合
い

総
理
の
名
知
ら
な
い
人
も
知
る
向
井

「
評
」
］
句
目
、

搾
っ
た
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
。

近
江
孫
太
郎

一
條
芳
子

大
沼
　
妙
子

片
岡
鶴
子

斉
藤
　
平
吉

芝
玄
太
郎

暁
　
　
夢
子

小
野
嘉
津
子

　
　
　
　
　
　
】
番
搾
り
と
は
そ
の
年
の
一
番
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
句
目
、
す
わ
自

衛
隊
緊
急
出
動
な
ん
て
驚
ろ
か
せ
ら
れ
ま
し
た
。
く

わ
ば
ら
く
わ
ば
ら
。
三
句
目
、
お
父
さ
ん
、
ム
リ
は

し
な
い
で
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
ね
。

〔
お
詫
び
と
訂
正
〕

　
広
報
H
月
号
「
市
民
文
芸
」
歌
壇
の
山
田
濱
さ
ん

の
作
品
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
次
の
と
お
り

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
誤
…
松
子
　
　
正
…
撫
子

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
・
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
・
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」
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シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

　
　
　
必
ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
！

　
現
在
、
県
内
で
は
交
通
死
亡
事
故
が

多
発
し
て
お
り
、
十
一
月
二
十
日
現
在

四
万
三
千
六
百
七
十
四
件
の
交
通
事
故

が
発
生
し
、
死
者
数
は
百
六
十
一
人
（
前

年
同
日
比
＋
十
人
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
白
石
市
に
お
い
て
も
十
一
月
二
十
日

現
在
、
百
四
十
一
件
の
人
身
事
故
が
発

生
し
、
五
名
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
昨
年
と
同
じ
時
期
に

比
べ
、
件
数
で
八
件
、
死
者
数
で
三
名

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
百
六
十
一
人

の
う
ち
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て

い
な
い
た
め
に
犠
牲
と
な
っ
た
と
思
わ

れ
る
も
の
が
六
十
五
人
あ
り
、
そ
の
う

ち
三
十
八
人
（
五
十
八
％
）
の
方
は
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
れ
ば
助
か
つ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
悲
惨
な
交
通
事
故
を
一
件
で
も
減
ら

す
た
め
に
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

を
徹
底
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

交
通
ル
ー
ル
の
厳
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の

向
上
が
大
変
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
市
民
］
人
ひ
と
り
が
思
い
や
り
の
あ

る
運
転
を
心
が
け
、
交
通
事
故
の
な
い

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し

ょ
う
。

トヂ

公職選挙法が改正され

政治家の寄附は罰則をもって禁止されました。

平成2年2月1日から実施。

各種会合へのこ祝儀

証
ク

・
8
新
年
会

入学、卒業、就職、結婚、出産などのお祝

　　畠／A

お歳暮やお中元

開店祝いの花輪やお祝親睦旅行への差入れママさんバレーや野球大会への差入れ
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葬式の花輪や香典

お
ヤ
糞

　
O

　
　
o
　
　
。

も
膳
書
。
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O

鱗
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（
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祭りの寄付

牽

ノィをヒマ

ダ駿關国關圃国
y孝．，・塾、，ib国羅姻

　　　　　　　遡

金のかからない政治・選挙のために寄附禁止のルールを守りましょう。

　　白石市明るい選挙推進協議会

　　白石市選挙管理委員会

圓
　
国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
市
役
所
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
付
案
内
書
に
よ
り
、
納

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
納
付

組
合
が
集
金
し
て
い
る
場
合
や
、
金
融

機
関
の
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
る
口

座
振
替
な
ど
の
方
法
で
も
納
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
都
合
が
悪
か
っ
た
り
、
忘
れ
て
い
た

り
、
預
金
口
座
か
ら
引
き
落
と
せ
な
か

っ
た
り
し
て
納
め
忘
れ
て
し
て
い
る
国

民
年
金
保
険
料
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
一
度
確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
確
定
申
告
の
際
、
一
月
か
ら

十
二
月
に
納
付
し
た
国
民
年
金
の
保
険

料
は
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。
お
忘
れ
な
く
。

　
こ
存
じ
で
す
か

　
　
　
「
国
民
年
金

　
　
　
　
　
基
金
制
度
」

　
国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
者
な
ど

の
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
（
保
険

料
免
除
者
と
農
業
者
年
金
基
金
加
入
者

は
除
か
れ
ま
す
）
の
方
々
に
、
基
礎
年

金
の
上
乗
せ
給
付
を
行
な
う
新
し
い
公

的
年
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
将
来
の
生
活
設
計
に

あ
わ
せ
て
、
自
由
に
年
金
額
や
給
付
の

型
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
掛
金
は
、
確
定
申
告
の
際
、
全
額
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

宮
城
県
国
民
年
金
基
金
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
宮
城
県
国
民
年
金
基
金

　
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
ー
五
ー
－
六

　
第
二
中
城
ビ
ル
五
階

　
智
〇
二
二
ー
一
二
五
ー
⊥
二
四
一
一
二

　
年
金
手
帳
は
大
切
に

　
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
に
加
入
す
る

と
年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
記
号

番
号
は
、
あ
な
た
の
加
入
登
録
な
ど
を

管
理
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
一
生

を
通
じ
て
変
わ
ら
な
い
も
の
で
す
か
ら
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
年
金
手
帳
に
は
、
国
民
年
金
や
厚
生

年
金
の
加
入
状
況
を
記
録
す
る
欄
が
あ

り
ま
す
。

　
就
職
、
退
職
な
ど
の
記
録
を
ご
自
分

で
年
金
手
帳
に
記
録
し
て
お
く
と
、
年

金
の
相
談
や
請
求
を
す
る
と
き
に
便
利

で
す
。

￥1！〃

國曳も1
猷厘生年金

灘贈轡醐ソ

　
雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
財
形
貯
蓄

を
し
て
い
る
勤
労
者
に
、
ご
本
人
ま
た

は
ご
親
族
が
進
学
や
在
学
中
に
必
要
な

教
育
資
金
の
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
公
的
融
資
で
す
の
で
利

率
が
低
く
、
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。

O
融
資
の
対
象
と
な
る
費
用

　
入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、
下

宿
代
な
ど
の
住
居
費
用
な
ど

O
融
資
の
対
象
と
な
る
教
育
施
設

　
高
等
学
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学

校
、
各
種
学
校
な
ど

O
融
資
額

　
財
形
貯
蓄
残
高
の
五
倍
以
内
で
、
十

万
円
以
上
四
五
〇
万
円
ま
で

O
融
資
条
件

　
融
資
利
率
　
年
五
・
四
九
％
（
平
成

六
年
九
月
十
三
日
現
在
）

O
返
済
期
間
　
八
年
以
内

O
申
し
込
み

　
財
形
教
育
融
資
業
務
取
扱
店
の
掲
示

の
あ
る
銀
行
等
金
融
機
関

O
問
い
合
わ
せ
先

　
雇
用
促
進
事
業
団
宮
城
雇
用
促
進
セ

ン
タ
ー
（
費
〇
二
二
－
二
五
七
ー
二
〇

〇
九
）
へ
。

　
　
　
　
Q
．
一
度
も
病
院
に
か
か

　
　
　
　
　
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
税
金

　
　
　
　
が
安
く
な
る
と
か
、
払
い

戻
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
し

ょ
う
カ
？

A
．
国
民
健
康
保
険
の
制
度
は
、
お
互

い
に
助
け
合
う
と
い
う
精
神
に
よ
る
制

度
で
す
か
ら
、
病
院
に
か
か
っ
た
か
ら

高
く
す
る
、
か
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
安

く
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

十
二
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
七
期
、

固
定
資
産
税
第
4
期
の
納
期
で
す
。
便

利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

年
賀
状
は
二
十
四
日
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
も
う
年
賀
状
は
お
書
き
に
な

り
ま
し
た
か
。

　
い
よ
い
よ
十
二
月
十
五
日
か
ら
、
年

賀
状
の
引
き
受
け
を
開
始
し
ま
す
。

　
年
賀
状
を
も
ら
う
喜
び
は
や
は
り
元

旦
が
最
高
で
す
ね
。

　
郵
便
局
で
は
、
年
賀
状
を
早
め
に
書

い
て
い
た
だ
き
、
落
ち
着
い
た
年
の
瀬

を
迎
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。
二
十
三
～
二
十
五
日
は
三
連

休
と
な
り
ま
す
が
、
今
年
は
ち
ょ
っ
と

早
め
に
書
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　
遅
く
と
も
二
十
四
日
ま
で
に
は
お
出

し
に
な
る
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
郵
便
物
の
配
達
で
一
番
困
る
の
は
犬

の
放
し
飼
い
で
す
。
配
達
中
噛
み
つ
か

れ
る
事
故
も
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

飼
犬
は
必
ず
く
さ
り
等
で
繋
い
で
お
い

て
く
だ
さ
い
。

…葦萸

0期　間　平成6年12月1日

　　　　　～平成7年3月31日

O運動の重点

　1割のスピードダウン

　2倍の車間距離

　3分早めに出発

O期　間　平成6年12月16日

　　　　　～平成7年1月15日

O運動の重点

　①酒飲み運転、スピード違反等

　　無謀運転の追放

　②積雪、凍結時の事故防止

　③歩行者、自転車利用者の正し

　　い通行の確保



　
入

↓
ク

一
己
ル
グ

メ
、
ミ
藺

肋
ム
バ

吟
キ
ン

　
ス
ハ

雨，〃

白石市食生活改善推進員

阿部八干代さん
　　　（小原）

［
材
料
4
人
分
］

鶏
ひ
き
肉
姻
9
、
し
そ
の
葉
2
0
枚
、

サ
ラ
ダ
油
適
量
、
A
（
牛
乳
大
さ
じ

2
、
プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ
8
0
9
、
ス
キ

ム
ミ
ル
ク
大
さ
じ
4
、
み
そ
大
さ
じ

ー
、
か
た
く
り
粉
大
さ
じ
ー
、
塩
小

さ
じ
㌧
、
し
ょ
う
が
汁
小
さ
じ
2
）

キ
ャ
ベ
ツ
少
々

［
作
り
方
］

①
し
そ
は
縦
4
つ
に
切
っ
て
か
ら
せ

ん
切
り
に
す
る
。

②
チ
ー
ズ
は
5
㎝
角
に
切
る
。

③
ひ
き
肉
と
A
を
よ
く
混
ぜ
し
そ
を

加
え
て
混
ぜ
る
。
八
等
分
し
て
ハ
i

ト
型
、
ま
た
は
小
判
型
に
形
を
整
え
、

周
り
に
チ
ー
ズ
を
差
し
込
む
。

④
油
を
熱
し
て
0
を
入
れ
中
火
で
両

面
に
焼
色
を
つ
け
て
か
ら
ふ
た
を
し

て
4
～
5
分
焼
き
、
中
ま
で
火
を
と

お
す
。

0
皿
に
盛
り
、
せ
ん
切
り
キ
ャ
ベ
ツ

を
付
け
合
わ
せ
る
。

プ
￥

ヰ
ロ
ナ
ロ

δ
“

　
　
　
＼
，

甲
、
甲
．
’

ゼ
、

、
　
　
　
％

ド1）

図圓回回

’

O

悪質商法は、突然
あなたに呼びかける6

」
り
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
あ
る
電
話
番
号
に

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
商
法

　
二
十
歳
の
誕
生
日
と
同
時
に
、
あ
る

い
は
二
～
三
日
後
に
ハ
ガ
キ
が
き
て
、

「
百
人
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
素
敵
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
い
た
し
ま
し
た
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
」
等
と
書
か
れ
た

ハ
ガ
キ
が
来
ま
す
。
ラ
ッ
キ
ー
と
ば
か

彩りの美しし騰

　　料理は

　　　　ヘルシー〃

★見た目の鮮やかな彩りの美しい

料理は、栄養的にもバランスが取
れています，，

★たとえば色の濃い野菜、にんじ

ん、ピーマン、かぼちゃ、ほうれ

ん草の赤、黄、緑、海草の黒など

を使った料理は彩りもよくなり、

ビタミンA、鉄分、カルシウムな
ど不足しがちな栄養分が十分含ま

れています。

　特に赤い色は食欲をそそる色、

料理全体が茶色一色（揚げ物、醤

油の色のみ）のときは、要注意

★料理は「目で食べる」とも言わ

れるくらいにおいしさを感じさせ

る大きな要素。楽しみながら色彩

感のあるお料理を食卓に！

「

L
電
話
を
入
れ
る
と
「
二
十
の
お
祝
い
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ

け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
と
近
く
の
喫

茶
店
で
あ
う
約
東
を
し
ま
す
。
約
束
日
、

喫
茶
店
で
「
旅
行
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

が
割
安
に
な
る
会
員
権
だ
け
ど
、
ど

お
？
今
日
二
十
歳
の
お
祝
い
に
入
会
金
、

年
会
費
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
一
生

使
え
る
会
員
権
だ
か
ら
す
ぐ
元
は
取
り

ま
す
よ
」
と
い
う
特
典
だ
ら
け
の
話
し

に
つ
い
契
約
を
し
て
し
ま
い
、
あ
と
で

送
ら
れ
て
き
た
ビ
デ
オ
と
金
額
を
見
て

び
っ
く
り
し
て
会
社
へ
電
話
す
る
が
、

「
解
約
で
き
ま
せ
ん
」
と
断
ら
れ
て
し

ま
い
、
高
額
な
ビ
デ
オ
セ
ッ
ト
の
代
金

を
何
年
も
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
当
た
っ
た
」
「
選
ば
れ
た
」
な
ど
と

ハ
ガ
キ
が
来
る
の
は
ビ
デ
オ
や
パ
ソ
コ

ン
を
売
る
の
が
目
的
で
す
。
割
引
会
員

権
の
利
用
価
値
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
「
契
約
」
は
慎

重
に
し
ま
し
ょ
う
。
解
約
す
る
と
き
は

八
日
以
内
に
書
面
で
会
社
お
よ
び
ク
レ

ジ
ッ
ト
会
社
へ
出
し
ま
し
ょ
う
。
決
し

て
電
話
で
は
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
室

消費生活モニター調査結果表
調査月日1平成6年11月1日

安　値

　　　68

　　398

1，500

6，000

　　　150

　　　550

　　　720

　　　780

　　　117

　　　　79

4．560

高　値

　　100

　　560

2，100

7，000

　　200

　　　650

　　810

　　　846

　　　120

　　　82

5．511

対前年同月比

　　一　10

　　－　78

　　　　　　0

　　　　　　0

　　－　　6

　　　　　　0

一　22

－　39

　　　　0

　　　　0

－　60

平均価格

　　　86

　　　474

1，780

6，420

　　　178

　　　570

　　　770

　　　807

　　　119

　　　81

5．036

　規　　　　格

幅25cm、長さ8m
綿化繊用撤リー紙粕入
r農縮小型i5kg

小学生調髪

コールドショート

長袖ワイシャツ

外食並1皿
182店頭価額

182配達料込価額

1召現金

1を現金

10㎡

理　髪　料
パーマネント料

クリーニング

カレーライス

灯　　 油

レギュラーガソリン

軽　　油
プロパンガス

安　値

　　　128

　　　148

　　　60

　　　197

　　　178

　　248

　　　178

　　　178

　　288

　　　60

　　　138

対前年同月比

　　＋　　7

　　－　　9

　　－　　1

　　－　16

　　－　31

　　＋　　1

　　　　　0

　　　　　0

　　－　12

　　＋　　2

　　－　16

＝ヒ高　値

7　　　150

9　　228

1　　　82

6　　245

1　　300

1　　380

0　　200

0　　218

2　　415

2　　148

6　　255

平均価格

　　　136

　　　191

　　　70

　　　215

　　234

　　　319

　　　194

　　　190

　　　337

　　　96

　　　183

品　　目

食　パ　ン

小　麦　粉
即席中華めん

砂　　糖
しょうゆ
サラダ油
マーガリン

牛　　乳
バ　　ター
ティノノユペーパー

ラ　ッ　プ

1　　規　　　　　格

ン　並食1袋6～8枚切

粉 力粉lkg

ん　袋入り100g

糖L白糖1kg
ゆ上織農口1ぱl容器入り

油　ポリ容器入り700g

ン功ルトン入りソフト2229

乳　紙容器入り1、000cc

一　カルトン入り225g

彰　400枚1200組1紙箱入り

プ幅30cm、長さ20cm

ぱひ　ろ
6－3004

　　　　　　1鶉￥1＝＝￥
　　　　　　　図書

　　　　　　　　　　　　　唾

★今月の書棚（子ども読書室）

奮
磯

一～一一一新着図書案内（抄）一

ll鑑轍謙llll蕪輪石1灘
　　　　　　　　　　　　　　　勝部　真長著　　25．虫と花の寓話　　　　　　　串田　孫一著
5．日韓新時代・韓国人の日本観山本　武利著　　26．推理小説代表作選集推理小説年鑑1994
6，大人の教養教えます　　　鷲田　小弥太著　　　　　　　　　　　　　日本推理作家協会編

1：糟毒雛ヨーガ．ヴ糊ア驚1魏湧スの，、、さな家橋田寿購

藻1蕪1叢麟±㌧六驕藩鷺1㌻蕪
11・むやさしい繍轟嚇雛13嘆聯璽著・秋山信雄訳

12，炭の神秘・炭博士に きく

13　大戦争蒲蔵嫡1璽、、．，舌，，だね，うお、ま9本

　　　　　　　　　　　　FOCU　S編集部編　　　　　　　　　　出
14．日本の美術・その伝統と現代　河北倫明著　　　　　　　　　　邑野　みと文’森田　浩光絵
15．明解初級囲碁読本　　　　　　　　　　　　　32・魔女たちのハロゥィーン

1，．ち，つと考えた器の藷蕩小川鵬33護雅r都賃と響わやすこ訳

騰踏擁1研lll瓢鵬翼堕寿lll
20，『智恵子抄』を訪ねる旅　　　藤原　牧予著　　　　　　　シュー’レィナー著■坂崎　麻子訳

　　　　1　図

書館利用案内

教科書にでてくる
　　　　　法律と政治

〈全12巻〉ポプラ社

建羅顯灘駆

塾
、
騰

臨
∈

　
　
　
ぜ

　
　
　
　
　
茜

．
説

　　　　　　　　　　、　擁r
　　一　’　

●特長

○法律や政治のしくみを、おもしろ

　い4コマまんがと、わかりやすい

　例をあげて、やさしく楽しく学べ

　るように工夫されています。写真

　や統計などの資料も豊富です。

O身近な暮らしにポイントをあてて

　いるので、法律と政治を学ぶこと

　によって、杜会のルールが身につ

　きます。

祝）、26日（月1、28日〔水〉～翌年！月4日

水）

※年末・年始の休館日（12月28日凶

～平成7年！月4日（水））の間は返却

ポストの利用はしないでください。

○開館時間

火曜日～土曜日　9時～17時

日曜日　　　　10時～16時
○休館日

12月5日（月）、12日〔月1、19日1月）、23日

フォークソングを自然の中で

一》

　全国で、道路の整備・児童の減

少等の理由で分校が消えていき、

ややもすると自然の中でののびの

びした教育が過去のものとなりそ

うな今日、白石に4つ（長峰、八

宮、不忘、三住）も分校があると

いうことは、大変価値のあること

だと思います。

　児童達も素直で元気、我々教師も

大変やりがいがあります．こうし

た分校の存在を少しでも皆さんに

知っていただくためにこのコン

サートを企画いたしました，この

機会にぜひおこしください、

○日時12月4日14：30～16：00

0会場　長峰分校　○入場無料

康
ロ
モ

　
一
メ

…
健

公立刈田綜合病院整形外科

　舩渡　恒男先生

ス
キ
ー
の
事
故
に
つ
い
て

　
各
地
の
山
か
ら
初
冠
雪
の
便
り
が
届

き
、
い
よ
い
よ
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
が
近

づ
い
て
き
た
。
ス
キ
ー
を
十
分
に
楽
し

む
た
め
に
事
故
に
は
注
意
し
た
い
。
一

昔
前
ま
で
は
ス
キ
ー
外
傷
と
い
え
ば
、

足
関
節
（
足
首
）
の
捻
挫
、
骨
折
が
圧

倒
的
に
多
か
っ
た
が
、
近
年
ス
キ
ー
靴

の
素
材
が
変
化
し
硬
い
靴
〔
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ブ
ー
ツ
）
が
普
及
し
外
傷
の
パ

タ
ー
ン
が
変
化
し
て
き
た
。
転
倒
や
バ

ラ
ン
ス
を
崩
し
た
と
き
セ
ー
フ
テ
ィ
ビ

ン
デ
ィ
ン
グ
が
は
ず
れ
ず
に
、
靴
の
上

傷
も
多
い

斜
面
の
方
が
、
捻
れ
の
負
荷
が
持
続
し

て
か
か
る
た
め
に
損
傷
率
が
高
い
。
そ

の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
膝
が
不
安
定

の
た
め
変
形
性
膝
関
節
症
に
な
り
や
す

い
。
ま
た
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
は
ず
れ
て

も
上
半
身
よ
り
転
落
し
て
全
身
の
打

撲
・
関
節
の
脱
臼
を
起
こ
す
例
も
多
く

見
ら
れ
る
。
ビ
ン
デ
で
ン
グ
の
調
節
に

注
意
を
払
う
こ
と
で
こ
う
し
た
事
故
の

発
生
率
は
か
な
り
低
く
な
る
だ
ろ
う
。

過
労
時
に
ス
キ
ー
を
す
る
こ
と
は
避
け
、

滑
る
前
に
準
備
運
動
を
す
る
の
は
ス

キ
ー
ヤ
ー
の
常
識
で
あ
る
．
、

端
部
が
支
点
と
な
っ
て
そ
こ
に

大
き
な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
下

腿
（
膝
と
足
首
の
間
）
に
骨
折

が
起
こ
る
こ
と
が
多
い
。
特
に

十
五
歳
以
下
の
若
い
年
齢
層
に

多
く
見
ら
れ
る
。

　
ま
た
膝
を
支
え
る
靭
帯
の
損

　
。
捻
挫
は
急
斜
面
よ
り
も
緩
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14日㈱・28日㈱
　　　　　～31日出

誤

●
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蕊
シ

．
。
矧

　げ

　　　　　　　一
　　　　　　スパッシュランド

　　　　　　2
　　　　　　×3　mas

　‘　　　　　　　‘

　12月10日から24日まで

　あなたのくじ運を試してみません

か。くじ運の強い人来るべし。

　夢が一杯メリークリスマス1

　ファンタジーサンタぬいぐるみや

シャンペンが当たっちゃう。

お震肉はゆっくり裾っ彪り　＼・一

　　　　　　　　　　　　スパッシュうンドで〃1

、
☆

ド
も

、

、
■』

勲、◎撃

サンタさんとジャンケンしよう。

勝った人にはサンタからプレゼン

トがもらえるよ！

　　　　試

閣
一 1

闘

（市民会員の方対象です。）

どうぞお気軽に

　　こ利用ください。

●
●

●

・スパッシュランド行ぎ

白石駅前始発　　9：3010＝3013：00

臼二小前　913510：3513：05
市役所前　9：4010：4013：10

ふれあいの館　　9：4510：4513115

スパッシュランド着　　10二〇511：0513：35

・白石行き

スパッシュランド発　12＝4014：0016：00

ふれあいの館　　一　14＝2016：20

白石駅前着　13：0014：2516：25

白二小前　一14：3016：30
市役所前　一14＝3516：35

婦人の家から oo

◇パールのアクセサリー講座

　～イヤリングやネックレスを作ってみましょう～

O日時　1月25日（水）

　　　14：30～16100

0場　所　働く婦人の家

O講　師　宮城文化服装専門学校長

　　　飯岡絹子先生

◆講演会のお知らせ

○日時　1月25日（水）13：00～

O場　所　働く婦人の家

O講　師　宮城文化服装専門学校長

　　　飯岡絹子先生
O演題「生活のマナー」

0定員30名（定員になり次第締
め切ります）

O材料費　1500円～

※見本は働く婦人の家にあります。

○受付開始　12月6日（火）より

12月の休館日

5、11、19、23、25、

29、30、31日

国際交流墓金助成事業募集〃

平成6年度第一期（4月～6月ま

で実施）の国際交流事業を募集しま

す。外国との交流を積極的に進めた

いと思っている方は、お気軽にお申

し込みください。

○募集期間　12月1日～1月31日

O助成対象事業

個人または団体が公共的目的を

もって実施する国際交流事業

○申請者の資格

市内に住所を有する個人または市

内の事業所に勤務する個人、およ

び市内に住所を有する公共的団体

または民間団体

○助成金額

交通費（実費）、宿泊費など対象

経費の2分の1以内とし、個人に

あっては20万円、団体にあっては

200万円を限度とします。

O申し込み・問い合わせ先

白石市秘書広報課盈25－2111（内

線）311へ。

経済講演会のお知らせ

経済講演会を開催します

O主催仙南信用金庫
　　　仙南ひまわり会
O日　時　！2月6日1火）

　　　　　！3：30～15100

0場所仙南信用金庫
　　　「しんきんホール」

O講師
東海大学政経学部教授

　内田健三氏
○演題
　「当面の経済情勢の展望」

O入場料無料

宮城県松島野外活動センター
　　　　　　　　　　　からのお知らせ
平成7年度「利用申込」を受け付

けます。

詳細については

宮城県松島野外活動センター

〒981－04　宮城県桃生郡鳴瀬町野蒜

字州崎71－202

社会教育主事　大場　文義

智0225－88－2337・3388

までお問い合わせください。

　　　　　■　　　　　■

　岱26－2453・24－53刀

◆成人式の開催について
中央公民館では、昭和49年4月2

日から昭和50年4月1日までに生ま

れた方を対象に、成人としての新た

な出発を祝し、成人式を開催いたし

ます。

該当者には案内状を送付いたしま

すので、簡素な服装でご出席くださ

いo

O日時平成7年1月15日（日）
　　　午前10：00
0式　場　白石市中央公民館

　　　大ホール

第10回小・中・高
仙南かるた競技大会

○日　時　平成7年1月8日（日〉

　　　午前9時～（時間厳守）

O場　所　白石市中央公民館

○問い合せ先

　　　白石中央公民館
　　　2聾24－5377　・26－2453

無一

　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　9へρ一
宮城県中央児童館

「みやぎ子ども劇場」のこ案内

一人形劇団プーク公演一

●日時12月10日出

　　　14：00～15115
●会場　白石市中央公民館

●プログラム

　　　平成5年度厚生省グランプ

　　　リ受賞作品

　　　「タマゴ」

　　　「あやとじろきちおおかみ」

●対象　幼児・小学校低学年

　　　（大人の方もご一緒に）

●共催　第一児童館親の会

の　　　杉の子母親クラブ

　笥　　　　※入場は無料です。
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公立刈田綜合病院

臨時（パート）調理員を募集します
ら

　　保
灘

○年　　齢　20歳～40歳

○性　　別　男女は問いません

o募集人員　若干名

O採　用12月中旬
○申込期日　12月12日1月ぽで

○申し込み・問い合わせ先

公立刈田綜合病院庶務課人事係

盈25－2！45（内線）320へ。

学校給食センターの臨時

職員を募集します

　　　×製・・r
l　　　　蓑一’

・製1鰻コ謹
1一

「τr　，。・踊1・

レ羅錘縷 灘醗

第41期自衛隊生徒募集

卿
ー
メ

藤．

幽るひ

、一ノ

為

学校給食センターでは、臨時の調

理員を若干名募集しています。詳し

いことは、学校給食センター費25－

0685までお問い合わせください。

なお、採用者決定次第締め切りま

す。

白石市職員を募集します

○職種及び採用予定人員

　〈労務職＞調理員　1名

σ受験資格　昭和30年4月2日から

昭和52年4月1日までに生まれた者

で、調理師の免許を有する者

○受験場所　白石市役所

○試験日時

第！次試験一平成7年1月22日旧1

第2次試験一平成7年2月上旬
○受験手続　受験申込みは市役所総

務課に用意された用紙を使用し、所

要事項を記入の上提出してください。

○申込み受付期間　平成6年12月5

日（月）～平成6年12月22日1木18時30分

～17日寺　（土、　日は除く）

詳しくは、総務言果人事係暦25－2111

（内線）33！へ。

○応募資格　15歳以上17歳未満の男

子（中学卒業見込み含む）

○受付締切り

平成7年1月4日1水ぽで

○試験期日　平成7年1月6印金1

0待　　遇　俸給144，800円

　　　教育終了時、高等学校

　　　卒業資格が取得できる
○問い合わせ先

白石市役所生活環境課a25－2111

自衛隊大河原募集事務所

　　　　暦0224－53－2185

レクリエーションのつどい

　　　参加者募集
（⊃期日　12月3日出～4日旧1

0場所　宮城県松島野外活動センタ

○対象　一般県民60名

○内容　レクリエーションソング、

ゲーム、ダンス、ニュースポーツ

○参加費　2，5〔）0円

○申し込み・問い合わせ先

郵便局の定額為替で参加費を振り

込みください，申込み後の取消しの

場合、参加員はお返しできません。

〒981－04鳴瀬町野蒜字州崎71－202

宮城県松島野外活動センターレクリ

エーションのつどい係へっ

■　保育園に入所できる条件

児童の保護者が次のいずれかに該

当し、家庭で保育できない場合です。

（1）家庭の外で仕事をしている場合

〔2隊庭内で児童と離れて仕事をし

　ている場合（内職・自営業）

尉母親が妊娠中または、出産後間

　もない場合
〔4病気・負傷または、精神もしく

　は身体に障害がある場合

15｝長期にわたる病人または、心身

　障害者（児）の世話をしている場合

16）その他、どうしても家庭で児童

　の保育ができない場合

（ただし急患は受付します）

刈田病院の土曜休診日は12月10日・24日ですも

回入所手続き

入所申請書は、入所を希望する保

育園から受け取り、所要事項託入の

うえ、申請書の交付を受けた園へ提

出してください。

ただし、東・西・南・北の各園に

平成7年度新たに入所希望の方のみ

福祉事務所保育係へ提出してくださ

いo

（1）申請書の配布　12月1日体卜

（2）申請書の受付

　平成7年1月9日卿から
　　　　　1月20日向まで

（3）受｛寸日寺間

　平日　8時30分～17時

回提出書類
（11保育園入所申請書

12牒育に欠ける状況を確認する書

　類
就労状況

保護者の状況

お勤めの方

提出書類

就業証明書

発行者

勤務先

該当者

父・母・
祖父・祖母

　
　
　
　
　
劒
る

自営1商業・

農業等1の方

内職の方

就職の決ま

っている方

自営業証明書

農業証明書

内職証明書

就業言正明書

民生児

童委員

内職先

勤務

予定先

父・母・

祖父・祖母

市民税を納

めていない

方

疾病等

保護者の状況 提出書類 発行者

6年度市民

税非課税証

明書

出産の前後 母子手帳

市役所

長期疾病者

病人の看護等

・
母

母
祖

，
父

父
祖

診断書

市役所

医師

者当該

母

父・母・

祖父・祖母

※祖父母については65歳未満の方

※各証明書用紙は、保育園・福祉事

務所で配布します。

①前年1月1日に白石市に住んでい

なかった方は、前年1月1日の住

所地から市町村民税（非〉課税証

明書、固定資産税課税証明書を取

りよせてください。

②保育料認定の際、所得税額算出に

ついては、住宅取得控除、配当控

除、および外国税額控除の適用は

受けられません。

③書類審査や面接等の結果、保育に

欠ける程度の高い順に保育所の欠

員数に応じて入所を決定します。

13）保育料認定に必要な書類

区分 提出書類 発行者 者当該

囚保育所入所定数

施設名

東保育園

※西保育園

南保育園

北保育園

給与所得者

〔会社員・

公務員等）

6年分源泉

徴収票

越河保育園

定員

80名

90名

確定申告を

している方

1自営業・

農業等）

市民税を納

めている方

固定資産税

を納めてい

る方

120名

60名

50名

施設名

深谷保育園

小原保育園

自川保育園

大鷹沢保育園

定員

60名

40名

6年分確定

申告書の控

え又は戸斤得

季兎言果孝兎言正日月

書

6年度市民
手兎言果季亮言正日月

書1平成5

年分に課税

のもの1

6年度固定

証明書

40名

50名

勤務先

税務署

市役所

父・母・

祖父・祖母

・入所できる年齢は、1歳～5歳です。

※西保育園のみ生

後6か月から1

歳までの子、3
名を含む。

團保育料
保育半斗は、　児童

福祉法の規定により、それぞれの家

庭の前年の課税状況により決められ

ます。（一律ではありません）

詳しくは、福祉事務所保育係盈25

－2111（内線）153へお問い合わせく

ださい。
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●
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EニニニニコときΣ二二二ニコ

12月10日（ガ午後4時開演

　　11日（日）午後2時開演

「二二二二1ところ二
蔵王町立円田中学校体育館

□出演Σ二二二ニコ
AZ9ジュニア・アクターズ

◎友情出演／菅原美和ほか

入場無料
⑥お問い合わせ先⑥

仙南地域広域行政事務組合

　　企画調整課
〒989－12柴田郡大河原町字新青川1－1

盈0224－52－2628



韻》珍魑

休日 当番

12月4日

　内科　亘　理　医　院　盈25－8501

　外科　刈　田　病　院　智25－2145

　歯科　高沢歯科医院　a25－5220

12月11日

　内科　刈　田　病　院　岱25－2145

　外科　刈　田　病　院　盈25－2145

　歯科　富岡歯科医院　費24－4362

12月18日

　内科　刈　田　病　院　智25－2145

　外科　刈　田　病　院　盈25－2145

　歯科　村上歯科医院　盈26－2678

12月23日

　内科　大　沼　医　院　暦25－2502

　外科　堤　　医　　院　暦25－ll81

　歯科　真壁歯科医院　費32－3122

12月25日

　内科　三浦クリニック　費25－6854

　外科橋本医院智25－！616
　歯科　三沢歯科クリニック　a25－6483

12月31日

　歯科　水野歯科医院　費26－2401

1月1日
　内科　亘　理　医　院　智25－8501

　外科　銭　谷　医　院　盈25－2010

　歯科石川歯科医院a32－2088
1月2日

　内科　水野クリニック　留25－2736

　外科　橋　本　医　院　費25－1616

　歯科　広瀬歯科医院　智26－1871

1月3日

　内科広瀬医院盈25－0238
　外科　刈　田　病　院　費25－2145

　歯科　岩田歯科医院　a25－2191

※都合により変更になる場合がありま

す。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

■人ロ42，260人（前月比）　十4

　肝20・761　奪21，499

■世帯数
書12，404※住民基本台帳から

　　　　　　10月31日現在

平
　成6年度
　　　　工業統計調査にこ協力を

　工業統計調査は、我が国の製造業

の事業所を対象として、その実態を

明らかにするもので、国や都道府県

の各種施策の立案資料として、ある

いは民間企業や大学などにおいて幅

広く利用されている調査です。

んので、ありのままを記入くださる

ようお願いします。

職

ご記入ください。

　なお、統計法により調査の内容を

目的以外に利用することはありませ

んので、ありのまま記入くださる

ようお願いします。

　詳しくは、市総務部企画財政課統

計係費25－2111（内線）362へ。

場の精神保健講座

　近年、労働環境は複雑化し、労働

者は至る所で様々なストレスを受け

ています。心の健康を損ない、身体

的にも色々な疾病を引き起こす原因

にもなります。

　そこで職場でのストレスとは何か

？そして、その対応は1ということ

に？いて学んでいただく講座です。

是非ご参加ください。

子

○日　時　平成6年12月9日虚）

　　　　15：45～17：00

0場所白石市健康センター

　　　　大会議室（2階）

○対象どなたでも参加できます。

o内　容　「職場における精神保健」

○講師仙台市立病院神経精神科

　　　　医師　浅野　弘毅　先生

○問い合わせ先

市保健課費25－2111（内線）606・

　　　　607

育てセミナーのお知らせ

　家庭教育では、子供を正しく理解

し心身の発達に応じたしつけや指導

が大切です。

　この「セミナー」では、テレビや

映画を見ながら、子どもの成長（心

理・行動）をみんなで話し合い、子

育てを考え合います。お気軽に参加

してください。

市内の交通事故10／1覧黙

　事故発生件数　47件（552｛牛）

死亡者数　1人　（5）

負傷者数11人（167人）

物損件数36件（411件）

○日　時　6年12／8、7年1／12、1／26、2／16

　　　　いずれも10：00～11：30

0対象
乳幼児や小学生を持つ保護者等

○場所市中央公民館視聴覚室
○内容　フィルムフオーラムなど

○参加費無料

○申し込み・問い合わせ先

市教育委員会　生涯学習課　社会

教育係岱25－2111（内線）410

おわびと記正

　ll月1日配布の「白石市制施行

40周年記念誌　うるおいの年輪40

年」13ページにおきまして、遠藤

弘人様と菊地清八様の写真が逆に

なっておりました。ご訂正のほど

お願い申し上げますとともに、深

くお詫び申し上げます。

　○会場白石蔵王パレスホテル

　O会　費3，000円
…　○申し込み　12月16日（金ぽで（名

i酢成のため厳守励書広報課

し込みください。　i

　なお、申込用紙は、各自治会ご…
とに回覧しますのでご利用くださ1

い。　　　　　　　　　　　…

武
家屋敷・イベント情報！！

　白石市教育委員会と白石市文化体

育振興財団では、「歴史かおるまち」、

白石市に古来より伝わる伝統行事の

意味やよさを理解していただくため

に次の会を催します。皆様お誘い合

わせの上、ぜひご来場ください。

◆武家屋敷・冬至の会

○日時12月22日（木l

　　　　　l1＝　00～13＝　00

0場所片倉家中武家屋敷
　　　　　「旧小関家J

O内容
　「冬至かぼちゃ」を作り、伝統の

　味を皆さんに味わっていただきま

　す。

年末年始における

◆武家屋敷・正月を迎える会

○日時12月27日（グ0

　　　　11：00～13：00

0場所片倉家中武家屋敷
　　　　「旧小関家」

○内容
　しめ縄作り、餅つきをし正月を迎

　える準備をしていただきます。

○講　師　白石市食生活改善推進員

　　　　会会員他
○問い合わせ先

市教育委員会生涯学習課費25老lll

　（内線〉412、4！3

※なお、両日とも11：00～13＝00まで

の事業参加者については入場無料です。

衛生処理業務について

年末年始の衛生処理業務は次のとおりです。なお、業務が混雑し対処し

きれない場合もあン）ますので、お早めにお申し込みください。

施　設　名

衛生センター

仙南リサイクル
セ　ン　タ　ー

白石七ケ宿斎苑

業務内容

ごみ処理

し尿収集

粗大ごみ

火葬業務

商手 要

12月30日〔金｝まで予定通り

　　　　一般持ち込みについては

　　　　午前11時30分まで受付

12月30日1金）11時30分まで収集

12月30日1金111：30分まで受付

12月31日㈹まで平常通り

　　衛生センター・仙南リサイクルセンターは、1月4日凶から、

　　白石・七ケ宿斎苑は、1月3日㈹か5平常通りの業務になります。

詳しくは、各施設し尿　白石衛生センター第1事業所曾27－2111

　　　　　　　こ　み　　白石衛生センター第2事業所　費25－4050

　　　　　　　粗大こみ　仙南リサイクルセンター　　　盈33－2225

または、市生活環境課a25－21！1（内線）652へお問い合わせください。

こみはルールを守り

　　　　　　正しく出しましょう。

公立刈田病院力、ら

のお知5せ
公立刈田綜合病院の年末年始の診

療予定は次のとおりです。ただし午

前中のみの診療となります．

（受付時間8：30～11：30）

年月日

6．！2／28

／29

／30

／3！

7、1／1

3
4

曜日

水

木

金

土

日

月

火

水

診療状況

療八
多

一
一
＝
口

診休

診療

診休

へ
多

昌
＝
口

休

休診

休診（外科当番医〉

診療

詳しくは公立刈田綜合病院　費25－

2145へお問い合わせください。

「無料人権相談所」r子ども

人権相談所」の開設について

　第46回人権週問の行事として「無

料特設人権相談所」「子ども人権相談

所」を開設いたしますので、どんな

事でもお気軽にご相談ください。

　なお、相談の内容は全て秘密にさ

れます。

○日時12月9日㈲

　　　　10：00～15：00

0場所市役所大会議室（4階）
○担当者　法務局職員・人権擁護委員

※「子どもの人権専門委員として大

野宏人氏が選任されております。

白石市制施行40周年記念

ラジオ公開録音のお知5せ

NHK第一放送「真打ち競演」

○日　時

○場所
○ゲスト

○放送

○入場料

○整理券

1月27日（金）18：00～

白石市中央公民館

ケーシー高峰、ダブルけ

んじほか4組

2月26日・3月5日

22：！5～23：00

無料ですが、整理券が必

要です。

12月20日（火）より市役所・

各公民館で配布します。

o問い合わせ先
・市秘書広報課費25－2111（内線）3！2

・N　H　Iく仙台放送局「真打ち競演係」

盈022－211－1016



》碧水園からイベント情報・’

◆碧水園茶会

初めての方でもお気軽にお出かけください。

○日時！2月4日（日）10時～15時

○料　金　お茶菓子　400円

◆碧水園横笛コンサート
　「笛の会」のお知らせ

○日　時　12月3日　（土）午後5時30分開場

　　　　　　　午後6時開演
○会場白石市古典芸能伝承の館碧水園

　奏者笛　望月太喜輔
　　　琴　　生田流宮城会

　　　　　長戸はるみ他
○入場料　大入　　　　2000円

　　高校生以下　1000円
※入場券は古典芸能伝承の館にて取り扱っております

ので皆様お誘い合わせの1二ご来場ください。
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瀬澤知樹ちゃん（1歳）

秀樹さん・とも子さんの長男

ママか5ひとこと

やさしく思いやりのある子になってネ！

パパか5ひとこと

元気でわんぱくに育って欲しい

，．・覇　　轟白石城後
　・！濃鯉く・

麓　　　　，　　　　　’　と　て　　コ』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　1

　や　　
　、　ヤロ　　　　ペ　　　　　　　ドぎん

　’　ユ　　印　　　　　　・一｝　レ監諮
　木枯らしが吹き抜ける季節に　

なってきた。お城山も秋の紅葉　　　　　　　釦■『

から冬支度といったところだ。　　　　　　　　　　　　　う

掘箭糠欝築童．L郵鮮、鰐擁
で石を持ち上げる音、それに職人たちの声が入り交じり、二の

門の復元現場はまるで戦場のようだ。大工が二階の垂木を取り

付けているすぐ脇で、左官職人が垂木にぐるぐると縄を巻きつ

けている。もう共同作業はお手の物といったチームワークの良

さである。

　白石城本丸大手門は、一の門、二の門からなる枡形門で、虎

口（こぐち）とも呼ばれ、防禦上大変強固な門である。二の門

は櫓門と呼ばれる2階建ての門で、一の門を破った敵勢を迎え

撃つ構えをしている。2階は平常は武器庫として用いられる。

　この門口に立つと、強者どものが城攻防に賭けた情念が伝わ

ってくる気がする。これから白石城はどんな歴史を刻みつける

ことになるのであろうか。

4 シ

市 長

人権擁護
一
丁

政

生 活

税　　務

社会保険

消費生活

回
ス

巡
ビ

器
聴
一

補
サ

無料法律

障　害　者

年少主
目

曲
辰 家

こころの相談
（精神保健）

15

15

15

15

5・26
15

15

毎週月・水・金

リオン

8・20
ニホン

16

15

9

　毎週
月・火・木・金

9

　1
第1木（原則）

闇
閣

10：00～12＝00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10＝00～12：00

10：00～15：00

9：30～15＝00

10：00～15：00

13：00～14：00

10：30～11：30

10：00～15：00

市民室　＠1
第2会議室　＠2

第2会議室　＠2

第2会議室　④2

福祉事務所内相談室

　　　　＠1
第2会議室　　　＠2

第3会議室　＠3
健康センター1階
生活環境課

福祉事務所　　＠1

第4会議室　　＠4

電話相談、手話での相談もできます。奮25－2111内線弼1
　　　　　第4会議室　＠410：00～15：00

9：00～17：00

10：00～12＝00

9：30～11：00

青少年相談センター

　　　　＠4

市民室　④1

健康センター


